






















































































査審 結 果 σ) 要
旨
 近年流血中癌細胞の出現が各方面から論ぜられるよ・うになった。著者は多数の胃癌手術例に就
 いて肘静豚血,胃腫瘍局所静臥血及び門豚西中に於ける癌細胞の検索を行ない,1)血中癌細胞
 の形態学的所見・2)血中癌細胞出現マ)頻度及び程度75)癌進展度と」n1中癌細胞出現との関係
 4)手術侵襲と血中癌細胞出現との関係等主として臨床的立場より種々検討を行っている・この・
 検索成績で特に注目されたりは次の点である。
 第1は手術時血管カテーテルを門豚幹迄挿入し,門…泳より直接採血すること・により門豚.i血中の
 癌細胞を検索し、その160討て癌細胞を証明じ⊂いることである。胃腫瘍局所に於ける癌細胞の血管内流
 入については諸家の認める所であるが・門豚血より直接イi語細胞を証明し得たζ.とほ・胃癌のロ江行
 性肝転移硬構の1つの段階を実証するも・Dとして注目に値ずること＼思われる。第2は手術侵襲
 のl!ll中癌細胞出現に及ぼす影響について検索じていることである。ナたわち手術埠作前後に於け
 る局所静豚血中の癌細胞出現率を比較し,手1-i魯須作前(根1治切除3!4%,姑息切除ろ6.8%)よ
 り操作後(根治・切除20・8%,姑鱒、切除56,q%)に高率に!Ill理1、.ていることを筆1・てレ、ろ。し
 かも検出された癌細胞の数・},操作前殆んど1度程度と僅少であったノ)に対じ,.操作後でけ1盤度以
 上の多数例が半数近くを占めていることを認め,流血中癌細胞が手術操作の影響を蒙むることを
 明らかにしている酪このごとは手術によ転たとえ癌組織が除去され得たとしても血行惚・4散布
 された癌細胞により,後に再発転移を来す可能性あろことを示し,術后の化学療法の必要性を示
 力塗す『るものであろう。
 以上著者は近年特に注目され.て来た流血中腫瘍細胞を多数の胃癌例について検索し,血中癌細
 胞の'出現頻度のみならず,癌進展嘆並びに手術操作に・亘る影響を詳細て追求したもび)で}癌の血
 行性転移の問題に関して種々の示唆を与えているもめと認める〔
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